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・元は支配地拡大のため、鎌倉幕府を配下にしようと考え、使節団を送
り込んだ。
・幕府は、元の国力が大きいものであるため、要求を受け入れるかどう
かの話し合いをする中で、最終的に要求を拒否してしまう。
・要求を拒否された元は、武力で幕府をたおし、日本を支配下におこうと
した。

当時、強大な軍事力を持った元が、さまざまな経済資源を求めて、日本
を統治下に置こうと攻め入ってきた。
しかし、御恩と奉こうの関係によって、組織化された日本の抵抗に苦労し
た。

・遊牧民族、モンゴルは強大な軍事力を有していた
・抵抗していた、高麗が服従の末、自国の水軍としての売りと、元との関係を深めることを目的と
して、日本への侵攻を持ちかけた。
・元も、水上での戦力も増強したいのでこの話に乗った。
・朝廷から対応を一任された幕府は、ご恩と奉公を再建することをねらいと、元を受けて立つこと
に決めた。
・高麗から独立した、三別抄は、日本に情報をリークし、協力して元と戦うことを求めたが、これを
日本は無視。
結論、
　元の軍事力増強、高麗の関係拡大、日本の内政再建というおもわくでおこった

鎌倉時代、北条時宗を中心として、政治がおこなわれていた中、元（モン
ゴル）が攻めてきた。２回の役（弘安の役？）
当時の元の戦い方、武器等の戦力は、鎌倉幕府をはるかにしのぐもの
であった。
日本（幕府側）の武将である竹崎秀長は果敢に戦いを挑み、奉公した
が、十分なご恩を受けることは、なかった

・モンゴルは騎馬戦（陸上）を得意とし、ユーラシア大陸領土を拡大していた。
◎服従していたコリョは、（忠烈王）水上戦を得意としていたのではないか。そこでげんに忠誠を
示し、自分の力を増やすために日本侵攻をフビライに提案した。
・モンゴル（元）としても、海の向こうの国を制圧できるのは、利益のあることと考え、了承したので
は。
・三別抄は自国作りのため日本へ応援要請をしながらとりこもうとしたのではないか。
・日本（幕府）は時宗のじだいであり、手紙の返事は出さなかったが戦いの準備をしていた。神同
士の戦いと位置づけ、神社を建て国民の目を幕府に向かわせ、再び力を取り戻そうとしたので
はないか。
・なぜ起きたのかの答えとしては◎の部分でしょうか。

フビライ＝ハン率いる元は当時強大な力をもっており、日本を領土とする
ことで安心できるため。

元としては、領土拡大。高麗政権としては、日本侵略を提案・実行することで元との関係を強化
する目的があった。日本への元からの服従を求める国書を幕府が何度も無視したことで元寇が
起こった。
ただ、幕府としては国難という理由のもと、朝廷が治める地域からも兵士や食糧の供給を受ける
など幕府権力の拡大を狙っていたのではないか。元・高麗・日本の支配者の欲望や時期が重
なった。
・新たな疑問
　・なぜ「日本」に服従を求めたのか。
　・なぜ「日本」は無視したのか。

元寇は日本と元（現・中国）との間に起こった戦いである。
日本が外国と争った出来事としては初めの時代では大きいもので、”攻
められた”というところにポイントである。
元の土地（国）の拡大のため

元・高麗・日本の３カ国の事情より
元は領国の拡大に加え、服従させた南宋軍の土地にするために日本を攻めた。高麗は元の服
従国として、王朝の維持のために元とともに日本を攻めることを提案した。
日本は当時、幕府と朝廷の二極化状態であったので、元との戦いを機に、幕府に力を集める一
極集中政治を行うために元・高麗と戦った。
ここにそれぞれの思惑が重なり「元寇」が起こったのである。

チンギスハンを中心とする部族がモンゴルで力をつけ、近隣の国々を吸
収しながら国を拡大し、やがて、中国全土を支配する元という国になる。
元は大きくなった後も、他国を攻め、朝鮮半島一体を攻め落とす。それを
足がかりとして、東の島国 日本に国書を送り、属国になることをすすめ
るが、当時の幕府がこれを拒否（無視）したため、挙兵し、対馬を壊滅状
態にした後 北九州へと上陸した。

　　　　・元は国土の拡大を目的としていた。南宋を攻めた後、南宋軍の人々が
　　　　　反乱をおこすかも問う懸念があった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃→「日本へ移住させよう！！」
　　　　・高麗は、元とのつながりを強固にするものとし、自国を守るという目的が
　　　　　ありそのため日本侵攻を提案した
　　　　・日本は、朝廷と幕府という微妙な位置関係にある中で、
　　　　　元の襲来を期に朝廷との一体化（支配）をもくろんだ。
　
　　　　この三国の思惑が合致し、元寇は起こった。

元が領土拡大を目的として、当時の幕府に使いを送った。執権北条時
宗はその使いを殺し、元との友好関係構築を断った
そのことに激怒した元は、大軍を率いてきた九州に攻め込んだ。
・朝鮮の高麗

　　　元の立場
　　　　　・領土をさらに拡大したい
　　　　　・南宋の変死の動向が気になる（反乱を起こすかも・・・？）
　　高麗の立場
　　　　　・モンゴルとの関係をより強固にしたい。
　　幕府の立場
　　　　　・「元軍の侵攻に備える」という名目で・・・・
　　　　　　　国を１つにまとめる
　　　　　　　朝廷よりも立場的に上に立つ

　　　　　３国の思惑がうまく合致し、元寇は起こった。
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中国内陸で力をつけてきた元が、その勢力を東アジアに向け日本を侵
攻しようとしたため。

元寇は元と高麗、日本の支配者の思惑が一致して起こった。
元…クビライハンが、国内情勢が不安になりつつあるのをおそれ、外国を支配下におくことを通
じてその覇権を内外に示したかった。
高麗…新しい王が何度も自分の権力を支えてくれた元に対してさらなる忠誠を示し、それによっ
て自国の安定をはかりたかった。
　そこで積極的に日本攻めを元に提案した。
日本…当時、朝廷の支配下には幕府の力は及ばなかったが、外国からの侵攻に国が一つに
なって立ち向かうことを名目にして、国をまとめようと利用した。

元の領土拡大のための日本侵略？
それを日本が防ごうとしたことで起こった。

中国大陸から元が２度にわたって日本（北九州）へ上陸しようとした。

元、高麗、鎌倉幕府はそれぞれ国内の事情をかかえていた。
元の勢力拡大の思惑をきっかけに三国の思惑が一致して元寇は起こった。
元①勢力拡大
   ②治安の安定（南宋兵士が悪さをしないように）
高①元への恩
　 ②国内の安定（元の力添えをえる）
鎌①国書を無視（幕府は外国との関わり方がわかっていなかった。）
　 ②国難を機に朝廷と協力（朝廷の支配下へ勢力を伸ばす）


